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結論 

プログラム学習の5原則
を研修に取り入れることで、従来の研

修よりも自己の学びを促進させ

る研修に改善できる事が示唆された。 



病院では様々な研修や勉強会が行

われているが、一斉講義 
で行う学習が多く見られる。 

背景 



背景 

受け身の学習者を育成 

・勉強会＝講義で教えてくれる 

・一斉講義の研修 
  ＝多数に同時に伝える利点？ 

学習定着率＝５％ 



受け身の学習（講義等）は、
病院の資産ともいえる人的資源の開
発にも影響を及ぼしている。 
 
＜研修を企画する側＞ 

→研修そのものを積極的に工夫
しなければならない。 

背景 



背景 
医療機器の安全使用のための研修が

重視される中、教育の非専門家である

臨床工学技士が教育を設計しなければ
ならない。 
 

効果的・効率的・魅力的な

研修設計を知らないのが 
現状がある。 



インストラクショナルデザイン 
（ID:instructional design） 

「教育活動の効果と効率と魅力
を高めるための手法を集大成した
モデルや研究分野」 

積極的に取り入れていくことが求められる 



目的 
B.F.スキナーの提唱した 

プログラム学習の5原則を 
考慮した人工呼吸器研修において、

自己の学びを促進させる 
研修を設計・評価したので、その
事例を報告する。 



方法 

研修の問題点の抽出(評価・分析） 
研修の改善（設計） 
研修の実施（実施） 
研修の評価（評価） 

当研究はデザイン実験アプローチの

研究サイクルで行った。 



従来の研修方法 

講義（基礎） 

実習（基礎） 

スキルチエック 

集合研修 

３０分 

３０分 

４０分 

（１５０分） 

講義（実践） 

実習（実践） 

人工呼吸器とは 
動作原理 

人工呼吸器体験 

モード 
回路構成 

モード 
回路 

３０分 

１０分 



研修の問題点 

・講義が多く受け身の学習 

・学習者の前提知識の差 
     に応じた対応が不可 

・講義と実習のつながりが不明確 

研修の問題点の抽出(評価・分析） 



応用した教育理論 

プログラム学習の5原則 
（ Five Principle of Programmed Learning) 

反転学習とは 
（Flip teaching） 

（Flipped classroom） 

研修の改善（設計） 



プログラム学習の5原則  

スキナーが６０年代に行動主義心理学の研究
成果を直接生かす方法として、 
「プログラム学習」をまとめた。  

プログラム学習とは、教育目標の到達に
向かって学習者を積極的に解かせ
る問題を段階的にプログラムして提

示する教材を用いた学習のことである。 
教材開発には５つの基本原則から構成される。 



プログラム学習 
5つの基本原則  

１、積極反応の原理 
２、即時確認の原理 
３、スモールステップの原理 
４、自己ペースの原理 
５、学習者検証の原理 



反転学習とは 
（Flip teaching） 

（Flipped classroom） 

反転学習とは、ブレンド型研修の一つで 

学習者は事前にビデオやテキストな

どで学習内容を予習して、集合研修では

課題を中心とした学習者同士の共同
学習を行うような学習スタイル。 



改善した研修 

事前課題 
【タスク０】 
【テキスト】 

 

ミニ講義→体験 
ミニ講義→モード実習 
ミニ講義→回路実習 

集合研修 
６０分 

事前学習 

質問タイム 

７０分 

（１５０分） 

スキルチエック １０分 

反転学習 



教材内容は、知識を習得
する順序を十分に考え、

小さな知識を積み重ね
ていけるように作成して
います。 

事前学習資料【テキスト】 

スモールステップの原理 



回路や備品などは視覚的にわ

かるように示す。 
また、個別の備品を解説する前
に全体像を示すと分かりやすい。 

個別の備品は、大きな
イラストや絵を用い、
その解説をしっかり記
載する。 



事前学習資料【タスク０】 

テキストのポイントを明確にする 



改善した研修 

事前課題 
【タスク０】 
【テキスト】 

 

ミニ講義→体験 
ミニ講義→モード実習 
ミニ講義→回路実習 

集合研修 
６０分 

事前学習 

質問タイム 

７０分 

（１５０分） 

スキルチエック １０分 

積極反応の原理 
自己ペースの原理 



質問タイム 

積極反応の原理 

事前学習のスキルチエック 

スキルチエックについての質疑 

チャレンジ問題集 

インストからのチャレンジ質問 

自己ペースの原理 

学習者が積極的な反応を促せる仕組み 



質問タイム 

積極反応の原理 自己ペースの原理 

６０分自分のペースで学習 

インストラクターへの質疑 

学習者同士の協調学習 



改善した研修 

ミニ講義→体験 
ミニ講義→モード実習 
ミニ講義→回路実習 

集合研修 

質問タイム 

スキルチエック 

即時確認の原理 

質問タイムの後 

テキストだけでは 
分かり難い箇所 

即時確認の原理を応用 

説明→実習 



講義→実習 
ミニ講義→体験 
ミニ講義→モード実習 
ミニ講義→回路実習 

即時確認の原理 

こんな感じで実習してます。 



研修の評価（評価） 

学習者 
記述式アンケート 

教育担当 
インタビュー 



結果 
記述式アンケートからキーワード抽出（４０名） 
 

「自発的に学んでいくので、理解が出来た」 
 

「自分のペースで課題に取りくめた」 
 

「わからないことが自由に質問できた」 
 

「興味が湧いてもっと勉強したくなった」 
 



結果 
＜看護教育担当へのインタビュー＞ 
 

「新人対象の研修で、この学習方法で目標
が達成できるとは思わなかった。」 
 

「積極的に参加し学んでいるという
ことが伝わってきた。」 
 
＊従来型の研修におけるポストテストにも差が
なかった。 



今回改善した研修は、 
質問タイムの自習時間における 
「積極反応の原理」の仕掛けが有効 

考察 

自己の学びを促進 



考察 

このような研修方法を成功させるためには、
自由時間に入るまでの準備として 

事前課題・テキストなどの事前学習

により、学習者のレディネスを整えておく
ことが重要であると考えられた。 



また、研修を対応するインストラクターも 
一方的に教えるのではなく 

学習者の反応に柔軟に対応できる 
ファシリテーションやリフレクション 
が行える能力を備えなければならないこと
が分かった。 

考察 



結論 

プログラム学習の5原則
を研修に取り入れることで、従来の研

修よりも自己の学びを促進させ

る研修に改善できる事が示唆された。 



ご静聴ありがとうございました。 


